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水稲のホールクロップサイレージによる肉用牛の肥育に

関する研究

第 1報 水稲収穫法及びサイレージ調製法

松井範義*・上山泰* ・秋田謙司*尾崎武*.南条巌*・石田薫*

西村 功**・岡本嗣男***・川村恒夫**・阪下 勝T・水野進tt・丹下宗俊ttt
(昭和田年8月11日受理)

STUDIES ON THE FEEDING OF CA TTLE WITH WHOLE 

CROP SILAGE OF RICE PLANT 

I. Harvesting Method of Rice Plant for Preparing Whole Crop 

Silage and Preparing Method of Silage 

Noriyoshi MATSUI， Yutaka UEYAMA， Kenzi AKITA， Takeshi OZAKI， lwao 
NANJYO， Kaoru ISHIDA， Isao NISHIMURA， Tsuguo OKAMOTO， Tsuneo 
KAWAMURA， Masaru SAKASHITA， Susumu MIZUNO and Munetoshi TANGE 

Abstract 

ln order to clarify the effects of the seeding rate and the preparing method of silage on the quality of 

silage， the paddy rice， cultivar Kinmaze， seeded on drained paddy field was grown on flooded paddy field 

after fourth leaf age. The seeding rate was 8， 16 and 32 kg/10a. To make a whole crop silage， rice 
plants were harvested during a period from milk-ripe to dough-ripe stages (15 to 20 days after heading). 

The farm operating systems for harvesting rice plants as whole crop silage were investigated using a 

forage harvester and a head feeding type combine. The rated output of the engine of the combine was 

9.5 PS and cutting rows were 2. 

The farm operating systems using the head feeding type combine were classified into 4 groups accord-

ing to with or no threshing and using a packing or combine cutter. 

The rice plants packed in a sack were carried to the farm road by a crawler type s2lf running carrier 

and transported to the trench silo (about 1mx 1m>く2m)by a truck. When the combine cutter were used， 

the rice plants were cut and scattered on the field， and transported to the silo by a pick-up wagon. 

The number of culms per unit area and leaf area per unit area increased with a increase of the seed-

ing rate. On the contrary， the length of culm and ear increased with a decrease of the seeding rate. 

Consequently， the yield of rice plants per unit area was not significantly different among the seeding rate. 

No consistent effects of the seeding rate and the preparing method of silage on the chemical composi-

tion of the silage (feeding value) were observed. 

The rice plants harvested with the combine produced a good silage by drying them before storing into 

the silo. And also， the rice plants harvested by the forage harvester (flail type) produced a good silage. 

But， the baling treatment before storing did not give a good silage. 

The efficiency and loss of the farm operating were investigated. The farm operating loss was about 

30-40%， which was thought to be resulted from the l08s of blower and choking. The farm operating effi-

ciency was in a range of 40-80弼.
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緒雷

稲作技術の進歩-と国民の食生活の向上は，わが国にお

ける米の生産過剰を招来し，稲作の減反を余儀なくして

いる。今後も引続き米消費量が減少することが予測され

ており，減反i面積はますます増大するものと考えねばな

らない。

減反法l乙は休閑と転作とがあるが，近い将来に世界的

な食糧不足が危倶されていること，わが国における主食

は米か麦であるが，モンスーン気候帯では稲作が最適で

あること，さらに，一度休関して荒地化すると，乙れを

熟固にかえすのに長年月を要すること，などを考えると

転作が最善の減反万法であるといえよう。

ところで，水田は水稲の栽培に適するように整備され

管理されてきたので，乙こに畑作物を栽培しようとすれ

ば，乾田は別として， ~f':湿田や沼田においては稲作より

以上の経費とエネルギー，労力を必要とする。一方，わ

が国の畜産は濃厚飼料の大部分を購入飼料に頼っている

ために，畜産物の価格が肖い。したがって，減反田に水

稲を栽培し，とうもろこしゃ麦類で試みられているよう

に，ホールクロップサイレージとして利用すれば，一石

二a烏的な効果が期待される。

なお，飼料生産を目的とする場合は，播種から収穫ま

での作業の省力化，とくに収穫作業の省力化を図って，

'1モ産費を少なくする必要がある。収穫機も，現在水稲の

収穫に用いられているものが利用できれば好都合であ

る。飼料としての水稲の栽培法には，①古刈り・ "1'.取り

兼用栽培，②占刈り専用栽培，③ホールクロップサイレ

ージ用栽培がある。前二者l乙|剥しては1960年代の初期か

ら，各地の試験研究機関で研究が行われてきた230 しか

し，濃F厚兵飼料の

フプ。サイレ一ジとしての利丹用J~に乙関する 1研iJ肝Jf先はまだ少ないよ

うである。

著者らは1979年に，本学附属鹿場において，主にサイ

レージの調製法とその品質との関係及び自脱型コンパイ

ン(一部改造)による収穫法の作業能率について実験を

行ったので報告する。

肉牛への給与I試験は現{E実施1ftであり，その結果につ

いては後日報(!?する。

実験材料及び方法

1 . 栽培試験区及び耕種概要

供試困場の上壌は強粘土'tlの洪積土壌である。省力と

収穫H寺の地耐}]とを考慮して乾旺II白播絞培とした。播桁

wは散播としたが， ef仰と条播[豆(人力条播機で播開)

を設けた。したがって，試験区は 8kg散播， 16kg条播，

16kg条播及び、32kg散播の 4試験区であり，それらの大き

さ及び配置は第 1凶のとおりである。以後， 8 kg区， 16 

kg区及び32kg区を，それぞれ標準区 2倍区及び4倍区

と呼よJ。

耕種概要は第 1去に示した。 出穂期は 8)]30日であっ

た。落水は収穫の 4日前に行った。収穫時における闘場

の土壌常数の測定結果の 1例を第2図に示した。

2. 収穫方法

収穫は出穂後15--20日目の，乳熟期から糊熟期にかけ

て行った。実施した収穫作業体系は，第3l請に示した通

りである。

供試したコンパインは， 9.5馬力ディーゼルエンジン

搭載の，ヤンマーTC-1000， 2条刈り自脱型コンパイ

ンである。脱穀させないように，扱ぎ胴上部を，試作し

た鉄板でおおって刈り取り，コンパイン後部に装着した

パッキングカッターで細断，袋詰めした。袋の運搬は圃

場内は白走式クローラ型運搬車で，道路上はトラックで

行っナこ。

作業体系1:刈り取りからサイロ詰めまでの作業を連

続して行った。扱ぎ胴上部にカバーを取り付けて刈り取

った。コンパインにはオペレーター 1名及び袋交換，積

み降ろし係2名がついた。コンパイン後部に装着したノf

ッキングカッターの袋交換を容易にするために， 7盟国用

パインダー付属のソリ(パインスレー)を連結し，その

上に2名の作業者が乗って袋の交換を行った。

作業体系2:作業体系 1とほぼ同じであるが，カバー
を外して脱穀させ，わらと籾とは別々の袋に収納した。

したがって，パッキングカッターの袋交換がはげしかっ

7こ。

作業体系3:コンパインは脱穀させず，付属カッター

で細断して地百iHこ落とし， ピックアップワゴンで拾い上

げて運搬した。

作業体系4:カバーを外して脱穀させ，わらは付属カ

ッターで細断して地面に落とし，ピックアップワゴンで

拾い土げて運搬した。籾は袋に収納した。したがって，

籾袋の運殿作業が体系3にプラスされる。

作業体系5:フォーレージ、ハーベスター ({b~七 FH-

102-11型， ウインドロ一{十付、Jわj

でq集ミ草し，ピックアップワゴンで拾い上げて運搬した。

3. サイレージ調製法
部差が2mある場所で，まず出l[U~乙直角に，サイレー

ジ取り出し用の通路(巾:1.lm，深さ:1.1 m)を掘り，

この通路に直角にrtJ:1m，深さ 1m，長さ 2mの

小明トレンチサイロを6基造った(第 4l司〉。底には通路
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第 1I'~I 実験闘場の概略I;~I

乃万a向へわず

う lに乙した。サイロの通路側の開 ~J 部はコンクリー卜パネ
ルで塞いだ。乙のサイロl乙第5凶に示したようなビニ
ール袋(厚さ0.03mm)をはめとんで，原彰l稲を踏圧しなが
ら，わずかに山盛りになる程度にまでt詰め込んだ。次い
で，袋の上縁についている 4枚のビニールでおおい，そ

の上に土壌をのせた。雨水の流入をできる限り少なくす
るため，上面が陥没するにつれて土壌を追加したので，

上部の土層の厚さは域終的には約50cmになった。

詰め込んだ‘原料稲は，収穫法と前処理法とを組み合わ
せた 6種類である(第2表)。乙れらのサイロに詰め込ん
だ原料稲は，自脱明コンパインで， 1ノド業体系 1によって
収穫したものである。

予乾はビニール袋に入れて運搬されてきた原料を，コ

ンクリート舗装された平地に拡げて，晴天に 4........5時間
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第 1表耕種概要

項目内 容

供誠品積金南風

耕うん 5月25H，ロータリー耕
整 地 5月25fl，ツースハロー 2[mがけ
播積tUJ 5月25U，ブロードキャスター使用
播穏域 10α 当り 8kg， 16kg及び;32kg
覆 二L: 5月25日，ロータリーにより浅耕覆土
排水溝掘り 5 )J25日，舵立器付耕うん機使用

闘場周辺投び短辺万向に 5m間隔
施 !J目基肥:5 fj25FJ，ブロードキャスター使

m 1 B化成 l号(10:10: 10). 
50kg/10 Q 

迫 IJ巴:1) 6 Jj 231:1，手播
1 B化成 1号 15kg/10α
2) 8刀2日.=r.播
NK化成C-3号(18: 0 : 16)， 

20kg/10 Q 
3) 8 }]13日，手播
NK化成C-3号 10同110α

入水 6月23fl
除:草斉IJ/校内 5n 28， 29 FJ. スエッフ。水平f)剤，

1.2kg/10α 
6月5IJ，スタム乳剤 700cc./10α
fサターン乳剤 1000cc./10a 

7月6rI tスタム乳剤 750α110α

託:4)J 13日に珪カル(200kg/10α)及びBMょうりん
(40kg/10α)を脳用して，ロータリー耕を行った。

コーン指数 i 
貫入圧力 i
貫入抵抗 C
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T 
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一一中央部
園田明耳 東 1ftll
一・ 西側 l通路P'j'

第 21週土壊硬!克
註:S H-36型ペネトロ・シャーグラフを用い

2倍Iぎの 3か所で9月14日に測定
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2 当り
播種量品体数

kg/10 a 
8 129.8 

316.8 

300.6 

462.6 

476.6 

127.8 

16 

8 

16 

32 

32 

調査時期

栄養成長期

7 YJ 30 [J 

幼穂形成期

6月 27日

サイロ路上運搬

ピックア yブワコン

水田内運微拾いよげ細断(袋詰)刈り取り

袋詰め

体系

刈り落
とし・
拾L、上
げ体系

122.4 8 系体業に「，r {
 

穫収第 3厄l
8 n 30 13 

275.4 16 

448.2 

127.8 

363.6 

32 
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16 

守
』
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J
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v
 

a
s
t
p
 

9 n 13日

主意

償IJ

439.2 

註:1. ホ印:成熟期 (10

2. 測定値は各播種区

3. .r'F刈り生体重は刈

32 
Uf F隻4.'{ 

γF，
F上

溝

|ス|

0112 表以穫 tl と I~íj 処理法

サイロ播種 M: 刈 取 機 予乾の梱包の
No. kg/10 a 千J Jn~ 1X 無

8 戸
い
し
、i
、
l
、
1
d
 

回一，
Hド土
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e
い」
高
門
い

ハーベスター

ロイサ第 4凶

フォーレージ

-
1
↑ι
、
i
、
I
、
T
J
 

ンイ
J、
ノミンコ脱型11 16 2 

内張り用ビニール袋

したノイラの原料で充填した。

4. 一般成分の分析及びサイレージの品質の

評価

分析用の話料は，詰め込み後7か月たった

第 5凶
ず
い
L

、
h
Iハ

~H~ 

町
山
口

eY十
b

、
l
、
i
‘
 

1
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L
、
I
、
f
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グ

1/ 

フォーレージ

16 

32 

32 

32 

3 

4 

5 

6 

4川rftflJ. サイロを開封して，サイレージをある程度と

り進んだ時の断Ifljにおいて，1:部， rtt在日及び下部の 3か

所から採取し，これらをよく混合して分析に供した。

4般成分の分析は常法4)により行ったが，全ちっ素は

'，'ïm~!乙従ってケル夕、ールwで分解し，その分解液につい

てインドブェノール法9)で比色分析した。アンモニア態

ちつおは7j(1"lll11¥肢について， lt'L肢，インドフェノール法

で分析した。有機酸の分析はガスクロマトグラフィー 5)

によった。このほか，.iisj亡粕は SOMOGYI-NELSON71 

行った。予乾した原料の詰め込みH寺の~Jj( )f;は48%であ

った。子乾しなかったほ料の詰め込みf!~の:1水中は. 64 

-65%であった。

梱包にはへイベーラー (BamfordBL-35Ji;IJ)をHlし〉

た。予乾の有無に関係なく，ビニール袋lこ入れて迎搬き

れてきた原料を， --JI.前述の平地に拡げてから梱包し

た。ベールの大きさは30cmx 40cm >-: 80cmであった。ベー

ルの密度は測定しなかったが，中程度であった。サイロ

にri占めた場合によ1:じたベールの間隙は，前処理をはじく
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第3表生 fJ 調査結果
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一

草丈 茎m
2 ~Ií数り 茎1 f数末 葉m

2
面当積
り 穂長 穂

m
2 '-~ 数り 穂1 株数 rmi:Z{本当軍り 乾m

2
物当荒
り 3.3m2当り
生体軍

一一一一一

1
本
78 1本.4 

cm 
22.4 

19.9 347 1.1 

19.0 499 1.0 

『一一一一一ーー

46.9 383 3.0 13，122 

43.7 553 1.8 16，398 

43.5 681 1.5 16，821 

84.0 688 5.6 46，449 

84.0 727 2.6 48，441 

80.7 765 1.7 50，490 

-一一一一一一一一一一一一一一一一

* * 77.3 549 4.3 18.8 

71.0 612 1.7 17.8 

70.9 623 1.4 17.0 

月18日)における調査結束，ただし，草丈の項は梓長

の対角線上における 5か所での測定結束の平均値

刊さ10cmの京最で， 3か所でのillJJ:定結果の平均値

10) (ただし，ホリン管の代りに 25m![1 'dlH.J;試験管を使

用)により，全糖Y企び澱粉はアンスロン出11)によって

分析した。

サイレージの，'，1'，1'1は有機酸組ú~6)， pI-Jl 3 ) f，~びアンモ

ニア態ちっ素/全ちっ京北によって，;、引niした。

結果及び考察

1. 生育経過

'trf経過を第3去に示したοm2吋り(附休散は，"'i然の

ととながら，播阿!誌が多いほど多かったが，播聞はには

比例しなかった。すなわち， 2 f)''i l互の{f，~ (.!~散は際情rgの

それの 2倍以1:であったが， 4 {汗ばは 2{LH;.<:の約 1.5倍

であった。乾旧 ü'{播 ~~Qthにおいて当'lましい I'Ú\'/: ち数は，

m21「り100以上， 600以ドの範凶にあるとされているが

8) 本実験における11111ち数は122-476で，いずれのは

もこの範圏内にあった。

草よ;は各~L子111 !j WJ とも担:準ばは他の 21Kより 3 -4cm 

長かったが， 2 {~'H)(~と 4 {l~;ばとの|聞には，ほとんど、)-'2が

認められなかった。立五密度が大きくなれば草丈が民く

なるように考えられるが， 01恨ら (1972)15)の結民でも

苗立ち密度が大きくなるほど梓長が短くなっている。

32.g O 7.g 3 
kg 

63.3 13.7 

117.2 23.1 

659.8 171.0 

860.8 222.2 

988.7 273.7 

3，482.9 798.4 

3，631.4 884.8 

3，792.6 938.5 

* 446.4 3.5 3，343.0 1，031.3 10.2 

538.2 1.5 3，368.0 1，028.7 10.0 

579.6 1.3 3，560，0 1，100.5 10.1 

m2'~ り芸部(及び融政は播極主1が多いほど多かったが，

播flTIhlが多いほど分げつが抑制されるので，生育が進む

につれて区間のが小さくなった。

m 2 'liりのJ0rIIIfJ:'lは播f宿泊が多いほど大きく， 8月30

1I の紡 r~~では播1刊lj~:が fl'1Þ;qする 1lH乙，県市i債が 2000cm2

ずつtVJ加した。

以上のように m2 )可りょ客数決び~面積は播括量が多

いほど大きかったが，科長及び穂iえは播fifU長が少ないほ

ど12かった。その結~L 収種目与の m 2 >ilり'j:f本市uえび乾
物l立の区間五はきわめて小さかった。 坪刈りによる'1:休

mも各区ほぼ等しかった。
2. 器官別麓量割合の経時的変化

日6I?~! は ;i;fief別圭~~ :~ ~I t:河合(乾物f立)を示したものであ

る。 6}凡12訂71けHに乙は出Iい山心山1吋:

らかなl関封{係系は認認、められなかつたがか月後の 7} J 30 /1 

(幼陣形成Jr.jDには挺身及び出鞘十科，いずれの割合も

播胞品が多いほど小さかった。ところが，収穫の約2週

間前の 8Jj30f] W1棉則)になると， r長身の割合は播極
量が多いほど小さく，東鞘十秤の割合は，反対に，播種

量が多いほど大きくなった。とくに，標準区は他の 2区

に比べて，葉身の;明115が大きく，葉鞘トー秤の割合が小さ
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1{?0%百~Iト 枯死部

葉鞘イ稗
害1

50 

d口b恥

25 

日:
6/27 7/30 8/30 

時 期

標準区

松井 :iiU義ほか

100 
(%) 

した。ちっ素の含有率は各時期とも

椋準区が最もiE4く，播種量が多いほ

ど低かった。時期的には出穂真fH己最

も;:'Sく，収穫期が最も低かった。

葉鞘!稗 l 次l乙，炭水化物についてみると，

山砲期まではJl~辺元糖及び澱粉の含

有本は播l~fila:が多いほど向く，還元

糖の~千j;本は搭科~:j iが多いほど低か

った。ところが 9n 13日の収穫時に
は， 4 {iJ区のfffJはその大部分が還元

葉身 l 糖であった。

また，時期的にみると，各区とも

100 
(私)

第6[河 器1'<別主量割合 (i;吃物'fD

75 

割
葉鞘 4稗

割

50 50 

dEh 3 

25 

6/27 7/30 8/30 6/27 

日寺 期

2倍区

t:U穂!切に非還元糖の合有率が最もi奇

心還元糖及び澱粉の合有率は最も

低かっナこO

なお，合水平はIH穏期まで、は播種

lltが多いほど低かったが，収穫時に

はば問のJ:~はほとんどなくなった。

4. 収穫作業体系

作業測定はじ1脱型iコンパインで収

穫した 4体系について行ったが，こ

こでは作業体系 1について測定した

結果について述べる。

1) 損失

播f自立及び播相法と収穫時の稲の

m欠との閣係を第 5 表~c.示した。刈

り取り IbLiTl'l，袋rIliめ数，一袋重量か

ら10α 当りの袋JSめ収量を求めた。

また，メリりlqさ10cmの坪刈り収日を

もってコンパイン供給日とした。こ

の表から明らかなように， 30-40% 

が袋抗めされずに，地上に落ちて損

0.23 11.18 失となっている。一袋の重量のパラ

一一一 ツキを第7凶に示した。このバラツ

キは袋交換時の国失，ノマッキングカッターブローワ出日

制失投びブローワつまり!時の排出Htたなどから成り立っ
ているが，かなり大きい仰であり，との体系の欠点の l

つで，改良を要するところである。

2) 作業能率

7/30 8/30 

時期
4倍区

第4去 生育l乙伴うちっ素及び炭水化物の合千j斗iの変イヒ (乾物%)

f
J
 

円

M
M
則 播種量
kg/10α 

7 JJ30 日
16 

32 

8) J 30 H 

口
6

n

h

リ

9
u

-A
守
d

9fcj13fl 

8 

16 

分ちっ来還元粕非還元糖澱

8 74.1 

74.2 

72.3 

77 .1 

75.6 

72.3 

69.2 

69.5 

32 69.1 

1.56 4.49 

1.44 3.69 

1.31 1.42 

1.61 1.69 

1.50 0.98 

1. 26 0.84 

1. 22 4.59 

1. 09 4.13 

1.06 5.45 

かっナこ。

また，枯死部の割合は， 7月30日には播研!註が少ない

ほど小さく，とくに標準区が小さかった。しかし 8) J 

30日には区間差はほとんど認められなくなった。

ちっ素の含有率は， ~~鞘や秤よりも現身の1J が IIJい

1)。また，前述したように，生草収量は播種;誌によって

ほとんど異ならない。したがって，関子の経済という点

からのみならず，たん白質収世の点からも，播同(ltlは少

ない方がよいといえよう。

3. 生育に伴うちっ素及び炭水化物の舎有率の変化

生育各期のちっ素及び炭水化物の含有率を第4去に示

2.15 13.76 

2.75 14.83 

4.92 16.93 

3.79 8.66 

4.35 8.70 

4.66 9.28 

1.64 9.56 

2.07 10.15 

粉

パッキングカッター付コンパインによる収穫作業の作

業能率を第6去に示した。作業能本l乙バラツキが大きい

のは，コンパイン操縦者が必ずしも熟練者ばかりでなか

ったととによる。 作業時間を刈り取り走行，旋回空走，

袋装着のための停止，その他の理由による停止に分けて

ノf-セントで示した。 2{吉区及び条播区では，その他の
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第5表収穫 H寺の稲の損失 ノfッキングカッターによる青刈

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
測

岡

定

場

日 9/14 9/17 9/18 9/19 
り稲収穫作業の能率を評価するた

区 2 前区 条播区 4 倍区
一一一 めには，生草(稲収量)とその
標準区

A.刈り取り面積 (α) 11. 7 3.9 4.7 5.1 22.3 8.7 
メリり政りー細断一袋詰め聞の損失

量及び収穫作業時聞を考噂する必

B.稲袋詰め数 149 59 84 81 298 124 要がある。それらを総合した収穫

C.稲1袋平均重量 (kg) 14.0 14.0 11.4 13.8 13.8 13.6 効率を前記のように算出した。

D.袋詰め収量 (kg/l0α1780 2120 2040 2190 1840 1940 5. サイレージの飼料価値と品質

E.坪刈り収量 (kg/l0α3030 3030 3000 3070 3070 3090 
胤料稲の一般成分の分析結果を

第7表に示した。粗たん臼質の含

有率は，前述したように，標準区

が他の 2区より I向かった。粗せん

維合千J<，容は 2{吉区が最も .r~占.く. 4 

伯区，標準区の11出に低かった。と

のように，粗せん維合有率が2倍

F. 収穫率(~) 59 70 68 71 60 63 

G. 損失率(~) 41 30 32 29 40 37 

註:1. 標準区の稲1袋平均重量は測定していなかったため，測定値全体の平均値
を用いた。

2. 条播区の坪刈りは行わなかったが，どの悶場区もほぼ 3000kg/l0αである

ので.3000kgとした。 ばで最高であったととは，第4表

lとみられたように，非還元糖が少

なかったととと閣{系があるのかも

しれない。

事実

度

B.C D 
3. D=  一一一ーや F=一一一つく 100.G =100-F 

10・A . - E 

40 

30 

20 

10 

。- 9 10 11 12 13 14 ，15 16 17 18 19 20 21 22 
一袋重 (kg) 

::t171叶稲の・袋 iTc 註

註:斜線部は条橋区

理由による停止が作業時間の 36.9'""46.7~ を lbめてい

て，作業能率を FU"る要因となっている。

3) 収積作業の総合評価指数

生車収地:3ton/l0 a ノfッキング袋数:平均140袋/10α

実刈ギ 88.9~ 

刈残本 1 1. 1~ 

10α 当り実収穫量 実収穫本 60.0~ 
: 1800kg 

収礎損失中 28.9% 

収穫作業能率:60妬 10α 当り王里論収穫時間 1.6hr.

10α 当り総収穫時間 2.7hr. 

収礎効率 : 3.6錨理論作業能不 1890kg/hr. 

実収穫能率 11 34kgルr.
収穫能率 641k9/hr. 

サイレージの一般成分の分析結果を第 8表に示した。

しかしこの結果からサイレージの飼料価値と播種量及

びサイレージ調製法との閣係に ~'1'決することは困難なよ

うである。

サイレージのPH及び有機融組成からJ判Itfiした各製品の

品質を第9表に，アンモニア態ちっぷ/全ちっ京比によ

る品質評価を第10去に示した。アンモニア態ちっ素/全

ちっ素比によった場合は，地 5 の製JIJlの ~~\f点が等級 1 と

2の境界にある以外は，各製品が 1等級に栴付けされる。

一万.pHによる評価とむ機融和i成による評価とは，きわ

めてよく一致している。そして従来いわれている 14) よ

うに，フォーレージハーベスター(プレール11qモアー)

で収穫したものの品氏がよかった。また， 子乾したもの

の品質もすぐれていた。 )-::'J詑のä~r;rrl r' IJ1'，効果は，棺揃!切

に収穫した外国陥を原料とした場合7)や秋作の二条大災

及びエン変を胤料としたホールクロップサイレージの場

合3)!乙も認められている。

なお，サイレージ品質の播極量による庄は認められな

かっfこ。

梱包は詰め込み時の踏)ピ作業の省略と製品の取り出し

の容易化を目的として行ったものであるが，製品の品質

改善効果は認られなかった。また，パッキングカッター

で細断されているために，梱包時の削失が大きかった。

さらに，子乾しない以料はすべりがわるいため，梱包は

きわめて困難であった。

以上の結果から，コンパイン収穫後の子乾処理又はフ
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第6去 ノfッキングカッター付き供試コンパインの作業能不

一一一一一一一一一一一一一一』眉一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
担リ 〉ι 11 9/14 9/17 9/18 9/19 

間 場 は 2 倍区 条播区 4 ffi rx: 標準区

( 業 j-fj日 干バ (α) 11.7 3.9 4.7 5.1 22.3 8.7 

(ノjo ;業 tl!} rm (min) 182 72 140 74 335 149 

刈り IT¥Z.り(形) 41.5 54.3 46.8 74.1 67.0 56.4 

自
旋回・空走(労〉 19.2 

袋装着のための停止(9o) 11.8 8.8 12.1 10.3 15.3 13.0 

2その他の停止(労) 46.7 36.9 41.1 15.6 17.7 5.4 
，合計(労) 100 100 100 100 100 100 

作業能 :f~ (α/h) 3.9 3.2 2.0 4.1 4.0 3.5 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ι 一一
誼:1. 2倍区，条播区 4伯区の旋凶・空定時間は測定していない。

2. 標準区の刈り取り時間は作業時間から停正時間及び旋回・空走時間を引

いて求めた。

3. 作業能率(α/h)=作業面積(α)+作業時間(min)x60 

4. 作業時間は刈り取り開始から刈り取り終了までの時間で，途中の休憩ll!J:

間は含まない。

:xs 7 'J:三原料稲の一般成分

播kg/栢10;α量:i";(j * 71<. t t白Eit:百/粗脂肪 粗せん維 粗ml火八/J IちiJtっ容性京4物限
一一一一一一一一一一一一

対 /jミ休 69.2 2.35 1.01 2.66 4.00 20.78 
8 女、t，;i!L ~勾 7.63 3.29 8.85 13.32 66.91 

対 '1'.{;j，: 69.5 2.08 0.99 3.97 3.83 19.63 
16 対 i;t与物 6.81 3.25 13.36 12.91 63.67 

対']:{本 69.1 2.05 0.96 3.25 3.90 20.74 
32 x，j" i;巴物 6.63 3.12 10.87 13.06 66.32 

日81< サイレージの a般成分

サイロ fT千j ドノk 分粗白た川ら粗脂肪粗せん維本[11ナ¥ゲI -1ちIJi'ii'Vっぷt判~m 
No. 

一一一一 一一一一一』 一一一一一一一~一一一一
対ベ1'.{本 51.30 3.32 1.42 2.78 7.52 33.67 

対!;屯物 6.81 2.92 5.70 15.43 69.14 

対 λ1'.fノi: 50.83 4.12 2.20 4.38 7.08 31.39 
2 文、J，;(:: tJ 8.38 4.48 8.91 14.39 63.84 

文，t/1'. {本 73.23 2.49 1.23 3.50 4.15 15.30 
3 対抗物 9.31 4.58 13.06 15.51 57.54 

文、J/1:体 57.95 3.23 1.53 6.93 5.50 24.86 
4 

文J 平~ ~却 7.69 3.63 16.49 13.08 59.11 
→一一一一一一一一

対!I::{本 73.84 2.17 0.85 3.10 3.71 16.33 
5 i'J -，~吃物 8.31 3.25 11.86 14.18 62.40 

文、J']:休 57.24 2.70 1.09 6.96 5.79 26.22 
6 XJ i;iL物 6.:31 2.55 16.28 13.53 61.33 

サイ fi ~ ud  d同等級

1 48.7 5.16 良

2 49.2 5.02 どミ

3 26.8 5.20 劣

4 42.1 4.99 良

5 26.2 5.03 劣

6 42.8 5. 25i1J 

ォーレージ‘ハーベ、スターで収穫す

ることによって，良f1のホールク

ロップサイレージが何られるとと

がわかった。しかし，フォーレー

ジハーベスターでJlxt正し，ピック

アップワゴンでKtしh上げた跡の，

残留籾政を数えたところ33cm平方

、可り約1000粒であった。また，コ

ンパインで収穫して日白して後，

ピックアップワゴンで拾い上げた

地合にも出料稲のtH~たが大きいこ

とが観察された。これらは今後解

決されるべき問題である。収穫法

のみならず， ;Wil~i去についても今

後に残された問題が多いので，今

後さらにiiJf冗を継続する予定であ

る。

摘要

1・ ノ対面品種金i'r4hjilを乾出L伝播

し，播極量及びサイレージ調製法

と製品の品質との関係及び収穫作
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第9表耐及び有機酸組成からみたサイレージの品質

項 日 乳酸酢酸 25長酪酸缶長吉草酸 イソカプカプロ 計ロン酸 ン酸

発6 0.45 0.10 0.03 0.07 0.00 0.00 0.00 0.00 

問当量 5.01 1.65 0.42 0.82 0.02 0.01 0.00 0.01 

2.07 0.86 7.94 

% 0.29 0.11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

間当量 3.18 1.82 0.01 0.04 0.00 0.00 0.00 
一 一一一一 一ート
1.83 0.04 5.05 

初1

評点等級

63 良

83 優

% 0.08 0.25 0.02 0.12 0.01 0.00 0.00 0.01 

間当量 0.88 4.20 0.25 1.39 0.06 0.02 0.00 0.05 
一一一一一一一一
4.45 1.52 6.85 10 ー下

5ぢ 0.26 0.06 0.02 0.09 0.00 0.00 0.00 

聞当量 2.85 1.02 0.31 1.03 0.02 0.03 0.01 
一一一

1.33 1.09 5.27 50 百J

0.27 0.02 0.01 0.00 0.02 

3.05 0.15 0.06 0.00 0.15 

3.41 9.97 

% 0.08 

mg当量 0.83 

0.30 0.06 

4.93 0.80 

5.73 

0.05 0.00 

0.88 0.03 

0.91 

0.02 0.00 0.00 凸りnu 

A
U
 

% 0.17 
鵬当量 1.86 

10 下

0.21 0.01 0.01 0.01 

0.24 3.01 68 艮

業体系について検討した。

2. 播種量は 8.16及び 32kg/l0α とし，ホール

クロップサイレージとするために，手L熟期~糊熟

期に収穫した。

3. 収穫にはフォーレージ、ハーベスターと白脱型

コンパイン(定格UVJ9.5民ノJ. 2条刈)とを用

いた。コンパインを用いた作業体系は次の 4極で

ある。

1) 脱殺なし，パッキング カッター使用

2) 脱穀あり，パッキング カッター使用

3) 脱穀なし，コンパイン カッター使用

4) 脱穀あり，コンパイン カッター使用

脱穀を行わない場合は，収穫関全体がカッターで細断

されるが，脱穀を行う場合は，却のみ別の袋に収納され

る。次l乙パッキングカッターを使用する場合は，収穫

物は袋詰めされるので，闘場;fl~ の袋の運搬(籾袋をdむ)

は，白定式クローラ耳目運搬車で行った。コンパインカッ

ターを用いる場合は，市Il断した収穫物は地!Jζ落とし，

ピックアップワゴンで拾い上げ‘，運搬した。

4. m2 '1:]り茎数及びm面積は播H["日が多いほど大きか
ったが，秤民及び陪長は嬬Himが少ないほど長かった。

その結果，収穫時の m2¥liり生草収泣の播時措によるJc::

第10表 アンモニア態ちっ素/全ちっ素比からみた品質

一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…ー一凋一凋一“一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
ザイロ 全ちっ(B素) アンモニア(A熊) A/B >: 100 ，i干点 等級No. % ちっ素%
一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一
1 1.08 0.03 2.78 100 

2 1.34 0.03 2.24 100 1 

3 1.49 0.08 5.37 95.4 1 

4 1.23 0.04 3.25 100 l 

5 1.33 0.13 9.77 80.9 

6 1.01 0.03 2.97 100 1 

はきわめて小さかった。

5. サイレージの飼料価値と播極量及びサイレージ調製

法との間には， rij]らかな閣係は認められなかった。

6. コンパイン収穫後に子乾処理した場合及びフォーレ

ージハーベスターで収穫した場合IC，良質のサイレージ

が得られた。

7. 作業測定としては.m欠と作業能ギを調査した。コ
ンパインの刈り取りlfUf1t!，袋をt一袋車から10α 当りの

袋詰め収拾を求め， J.F刈り収Jitをコンパインの供給量と
して損失を求めると，約30-40%になった。これはプロ

ーワのiU1=1 ttl失及びつまりn!jの間失等から成り立ってい

る。
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8. 作業能率は，作業時間を刈り取り走行，旋回空走，

袋装着のためのり止，その他の理由による停止(故障修

理等)に分けてE調査した。その結果，コンパインが走行

している時間(刈り取りと旋回の合計)は約40--80%の

範囲にある。これは，操縦者の熟練度のちがい等による

ものと考えられる。
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